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市議会だより
定例会
３月

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

▪おもな内容▪
P２～４
　●議案等の審議結果
P５～13
　●賛否が分かれた案件
　●質疑・一般質問
　●行政視察の受入
P14～15
　●常任委員会審査報告（抜粋）
　●�５月臨時会及び６月定例会
のお知らせ

P16
　●�意見交換会を開催
　●�特別委員会を設置
　●�議会報告会の開催を延期

　

３
月
定
例
市
議
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で

32
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
に
は
、
市
長
か
ら
各
会
計
の
令
和
２
年
度
当

初
予
算
や
令
和
元
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
23
件
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
、
６
日
及
び
９
日
の
３
日
間
、
質
疑
・
一
般

質
問
を
行
い
、
９
日
に
は
、
元
年
度
補
正
予
算
議
案
７
件

に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
、
残
る
16
件
の
議
案
の
う
ち
、
13
件
を
全

会
一
致
で
、
３
件
を
賛
成
多
数
で
可
決
す
る
と
と
も
に
、　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
保
育
所
等

に
対
し
て
マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
を
配
布
す
る
た
め
の
元
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
が
市
長
か
ら
追
加
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
公
共
施
設
最
適
化

推
進
の
た
め
の
特
別
委
員
会
設
置
の
動
議
」
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

▲ 元気いっぱいの園児たち（上の丸保育所　4月6日撮影）
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議案等の審議結果
職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について

地方公務員法等の改正による会計年度任用職員制度の導入に伴い、会計年度
任用職員に係る服務の宣誓について、別段の定めにより宣誓書に代えることがで
きるものとする。

可　決
（全会一致）

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

地方公務員法等の改正による会計年度任用職員制度の導入に伴い、地方公務員
災害補償法の規定に基づき、フルタイム会計年度任用職員等の補償について整備
する必要があるため、公務災害補償の補償基礎額を、同法に規定する平均給与額
の例により実施機関が市長と協議して定める額とする。

可　決
（全会一致）

三木市空き家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

空家等対策の推進に関する特別措置法に基づき三木市空家等対策計画を策定
することに伴い、法の規定に基づき用語の整理を行うとともに、条例に定める管
理不全な状態にある空家等の所有者等に対する助言、指導等に係る規定を整理す
る。

可　決
（全会一致）

三木市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の

整備に関する法律の施行による、成年被後見人の権利の適正化を図る趣旨に鑑み、
成年被後見人についてはこれまで一律に印鑑の登録を受けることができないもの
としていたところを、意思能力を有すると認められる場合は、印鑑の登録を受け
ることができるものとする。

可　決
（全会一致）

三木市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について
兵庫県の福祉医療費助成事業実施要綱の一部改正に伴い、条ずれの整理等所

要の改正を行う。

可　決
（全会一致）

三木市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

三木山地区地区計画、本町地区計画及びひょうご情報公園都市第１工区地区
計画について、住環境等の保持と確実な計画内容の実現を図るため、当該地区を
条例に追加するとともに、建築基準法に基づく罰則に係る規定を整理する。

可　決
（全会一致）

三木市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

令和 2年 3 月末に、近年の人口減少推移を考慮した給水人口及び給水量の見
直しによる水道事業計画の変更を厚生労働省に届け出ることにあわせ、条例に規
定する給水人口を 76,400 人に改めるとともに、１日最大給水量を 33,400㎥に改
める。

可　決
（全会一致）

三木市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

平成 30 年 11 月の吉川処理区に係る三木市公共下水道事業計画の変更及び 31
年 3 月の三木市流域関連公共下水道事業計画の変更に伴い、条例に規定する処理
区域面積を 4,670 ヘクタールに改めるとともに、処理人口を 65,250 人に改める。

可　決
（全会一致）

市道路線の認定について
宅地造成事業に伴い整備された道路を新たに市道路線として認定するに当た

り、法律の定めるところにより議会の議決を求める。

可　決
（全会一致）

条

例

等
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令和２年度三木市一般会計予算
歳入歳出予算の総額を、それぞれ332億3，000万円とする。

（主な内容）
・�一時預かり保育の実施日・定員を拡大� 〔242万円〕
・�親子発達支援教室を開設� 〔925万円〕
・�認定こども園等の副食費の補助を拡充� 〔6,228万円〕
・�学校再編に向けた準備� 〔2,178万円〕
・�統合に向けた学校施設等の整備� 〔3,420万円〕
・�オリンピック・パラリンピック関連イベントを開催� 〔595万円〕
・�医療機関との連携による医療的ケア児の支援体制の強化� 〔50万円〕
・�マイナンバーカード取得と利活用の促進� 〔727万円〕
・�合併処理浄化槽の設置に補助金を交付� 〔840万円〕
・�空家等の適正な管理に向けた取組の強化� 〔3,220万円〕
・�空き家バンク専用のホームページを開設� 〔280万円〕
・�神戸電鉄粟生線の昼間時間帯の増便� 〔3,000万円〕
・�神戸電鉄粟生線三木駅の再生� 〔1億5,020万円〕
・�多文化共生社会の推進� 〔240万円〕
・�三木山総合公園の野球場に防球ネット等を整備� 〔1億900万円〕
・�防災情報マップを更新� 〔540万円〕
・�防災緊急通知システムを導入� 〔208万円〕
・�災害時における避難所電源供給用の電気自動車を配備� 〔1,610万円〕
・�高機能消防指令システムの更新整備� 〔3億7,000万円〕
・�全国高等学校・中学校ゴルフ選手権春季大会を誘致� 〔1,650万円〕
・�自転車通行空間の整備� 〔1億800万円〕
・�旧市街地の地域資源を活かしたまちづくりを推進� 〔480万円〕
・�市史編さんを推進� 〔3,982万円〕
・�ひょうご情報公園都市の整備を促進� 〔7,500万円〕
・�イノシシなどによる農業被害対策の推進� 〔4,314万円〕
・�AIやRPAを活用した業務改善� 〔697万円〕

可　決
（賛成多数）

令和２年度三木市国民健康保険特別会計予算
歳入歳出予算の総額を、それぞれ 94 億 2,200 万円とする。

可　決
（賛成多数）

令和２年度三木市介護保険特別会計予算
歳入歳出予算の総額を、それぞれ 69 億 9,600 万円とする。

可　決
（全会一致）

令和２年度三木市後期高齢者医療事業特別会計予算
歳入歳出予算の総額を、それぞれ 14 億 3,400 万円とする。

可　決
（賛成多数）

令和２年度三木市学校給食事業特別会計予算
歳入歳出予算の総額を、それぞれ 2億 8,200 万円とする。

可　決
（全会一致）

令和２年度三木市水道事業会計予算
歳出予算の総額を、26 億 9,093 万 2 千円とする。

可　決
（全会一致）

予

算
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令和２年度三木市下水道事業会計予算
歳出予算の総額を、49 億 376 万 3 千円とする。

可　決
（全会一致）

令和元年度三木市一般会計補正予算（第４号）
予算の総額から歳入歳出それぞれ4億321万3千円を減額し、329億6，651万4千円

とする。
（主な内容）
・�令和元年度の事務事業の完了を見越した執行残等の不用額を減額。
・�国からの交付金の増額に伴い、吉川総合公園文化体育館の補修工事を前倒して実
施するための工事費を追加。� 〔8,200万円〕
・�国の補正予算によるGIGAスクール構想を見据えた通信環境等の整備費を追加。
� 〔1億8,340万円〕

可　決
（全会一致）

令和元年度三木市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
予算の総額に歳入歳出それぞれ7,993万8千円を追加し、94億9，593万8千円と

する。

可　決
（全会一致）

令和元年度三木市介護保険特別会計補正予算（第３号）
予算の総額から歳入歳出それぞれ1億2，750万円を減額し、72億4，909万2千円と

する。

可　決
（全会一致）

令和元年度三木市農業共済事業特別会計補正予算（第１号）
予算の総額から歳入歳出それぞれ850万円を減額し、9，950万円とする。

可　決
（全会一致）

令和元年度三木市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
予算の総額から歳入歳出それぞれ1，846万3千円を減額し、13億6，753万7千円と

する。

可　決
（全会一致）

令和元年度三木市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）
予算の総額に歳入歳出それぞれ262万3千円を追加し、2億9，262万3千円とする。

可　決
（全会一致）

令和元年度三木市下水道事業会計補正予算（第２号）
予算の歳出総額に959万3千円を追加し、49億3，074万9千円とする。

可　決
（全会一致）

令和元年度三木市一般会計補正予算（第５号）
予算の総額に歳入歳出それぞれ1，680万円を追加し、総額を329億8，331万4千円

とする。
・�新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、国の交付金制度を活用し、
マスクや消毒液、空気清浄機等を市が一括購入し、保育所等に配布・貸与する。

可　決
（全会一致）

公共施設最適化推進のための特別委員会設置の動議
人口減少・少子高齢化が進む三木市において、持続可能な行財政運営の実現

を目指し、人口規模に見合った公共施設の最適化について調査をするため、特別
委員会を設置する。

可　決
（全会一致）

動

議
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ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る

就
業
環
境
整
備
な
ど
に
よ
り
、

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
市
の
戸
建

て
住
宅
団
地
が
抱
え
る
高
齢
化
や

空
き
家
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
公
民
連
携
に
よ
り
解
決
し
、
三

木
市
で
永
続
的
に
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
先
行
モ
デ
ル
を
構
築

す
る
た
め
、
多
世
代
共
生
住
宅
エ

リ
ア
や
ケ
ア
付
き
住
宅
エ
リ
ア
、

交
流
エ
リ
ア
の
整
備
な
ど
に
つ
い

て
、
企
画
段
階
か
ら
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
、
戸
建
て
住
宅
団
地
の

課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

②
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
が

青
山
７
丁
目
に
所
有
す
る
約
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
活
用
し
事
業

を
進
め
る
。

　

こ
の
土
地
の
中
に
は
、
市
が
所

有
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

１
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
含

ん
で
い
る
。

　

市
で
は
企
画
政
策
課
を
窓
口
と

し
、
庁
内
関
係
課
と
の
調
整
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
整
理
し

ト
に
つ
い
て
、

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

②
事
業
の
運
営
方
法

③
市
の
受
け
持
ち
エ
リ
ア
の
活
用

④
事
業
費
０
円

　
　

①
市
と
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株

式
会
社
は
、
こ
れ
ま
で
団
地

再
生
に
関
す
る
協
議
を
進
め
て
お

り
、
平
成
27
年
８
月
に
、
産
・
官
・

学
連
携
で
「
郊
外
型
住
宅
団
地
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究
会
」
を
設
立

し
た
。

　

こ
の
研
究
会
で
は
、
緑
が
丘
地

区
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
多
世
代

循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す

る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
検

討
や
課
題
抽
出
を
行
い
、
そ
れ
を

も
と
に
自
動
運
転
に
よ
る
移
動
サ

ー
ビ
ス
や
高
血
圧
対
策
等
の
実
証

実
験
、
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

答

　
　

三
木
市
が
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

株
式
会
社
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
、
多
世
代
居
住
エ
リ
ア

の
開
発
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

三
木
市
一
般
会
計
予
算

（
公
民
連
携
に
よ
る
青
山
７
丁

目
団
地
再
耕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

問

賛 否 が 分 か れ た 案 件 賛 成 ＝ ○ 　 　 反 対 ＝ ●

件　　　名

よつ葉の会
（４名）

公政会
（３名）

公明党
（２名）

日本共産党
（２名）

三木新党
（２名）

志公
（２名）

走 政
クラブ
（１名） 議

決
結
果

穂
積
　
豊
彦

初
田
　
　
稔

泉
　
　
雄
太

草
間
　
　
透

藤
本
　
幸
作

中
尾
　
司
郎

岸
本
　
和
也

松
原
久
美
子

内
藤
　
博
史

板
東
　
聖
悟

大
眉
　
　
均

加
岳
井
　
茂

堀
　
　
元
子

大
西
　
秀
樹

新
井
　
謙
次

古
田
　
寛
明

令和２年度一般会計予算 ○ ○ ※1
　
議
　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
欠
　
　
席

○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度国民健康保険
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度後期高齢者医
療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 可決

※ 1　泉雄太議員（よつ葉の会）は議長職のため、表決権はありません。

質
疑
・
一
般
質
問

　

３
月
５
日
、
６
日
及
び
９
日
に
質
疑
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
人

の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
案
を
は
じ
め
市
政
全
般
に
わ
た
り
理
事
者

の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

よ
つ
葉
の
会

�

草
間  

透 

議
員

【
質
疑
】

  
・�
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

公
共
施
設
の
再
配
置
計
画

  

・�

生
涯
活
躍
の
ま
ち
推
進
機
構

  

・�

指
定
管
理
・
業
務
委
託
  

・�

市
政
懇
談
会

  

・�

区
長
制
度

みき市議会だより174号
令和2年3月 定例会5



て
進
め
て
い
く
。

③
市
が
受
け
持
つ
土
地
に
つ
い
て

は
、
公
共
性
や
公
益
性
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
活
用
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

④
令
和
２
年
度
は
、

事
業
内
容
の
方
向
性

を
定
め
る
こ
と
が
主

な
取
組
で
あ
る
た

め
、
予
算
は
計
上
し

て
い
な
い
。

　
　

事
業
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、

市
と
大
和
ハ
ウ
ス
工

業
株
式
会
社
は
ど
の

よ
う
に
連
携
を
図
っ

て
い
く
の
か
。

　
　

市
と
し
て
も
先

進
的
な
取
組
で

あ
る
た
め
、
い
か
に

そ
こ
に
住
み
続
け
て

い
く
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
、
協
定
を
締

結
し
一
緒
に
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
く

と
と
も
に
、
今
後
の

協
議
の
中
で
、
市
が

所
有
す
る
土
地
の
活
用
方
法
な
ど

必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
行
政

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

　
　

①
鳥
獣
対
策
サ
ポ
ー
タ
ー
派

遣
支
援
事
業
の
内
容

②
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
檻
貸
与
を
市

民
全
般
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
る

檻
数
の
充
足
や
捕
獲
後
の
体
制
等

の
影
響

③
兵
庫
（
三
木
）
の
山
田
錦
の
さ

ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
の

取
組

④
日
本
酒
消
費
拡
大
の
取
組

⑤
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

⑥
農
家
の
草
刈
り
の
負
担
軽
減

公
政
会

�

岸
本 

和
也 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

施
政
方
針

  

・�

ゴ
ル
フ
の
ま
ち
三
木

  

・�

農
業
施
策

  

・�

教
育
行
政
に
お
け
る
プ
ー
ル

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
応

農
業
施
策

問

　
　

①
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の
対

象
を
市
内
全
域
へ
と
拡
大
す

る
こ
と
に
伴
い
、
野
生
動
物
の
専

門
的
知
識
と
捕
獲
に
お
け
る
適
正

な
手
続
き
と
安
全
管
理
に
つ
い

て
、
県
の
指
定
す
る
専
門
家
に
よ

る
講
座
を
市
街
地
も
含
め
て
開
催

し
、
市
民
へ
の
周
知
を
行
っ
て
い

く
。

②
檻
の
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
寄
せ
ら
れ
た
目
撃
件
数
か
ら
十

分
な
数
が
確
保
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

設
置
後
の
捕
獲
の
確
認
や
餌
の

補
充
は
自
治
会
等
に
お
願
い
し
、

捕
獲
後
は
市
の
鳥
獣
対
策
推
進
員

が
回
収
、
殺
処
分
、
焼
却
場
へ
の

搬
送
を
行
う
。

　

農
村
部
の
対
策
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
猟
友
会
に
委
託
し
て
お
り
、

手
薄
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

③
三
木
産
山
田
錦
の
品
質
を
確
保

す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
堆
肥
散
布
に
よ
る
土
づ
く

り
か
ら
病
虫
害
の
発
生
予
察
、
刈

り
取
り
適
期
の
指
導
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

④
令
和
２
年
10
月
に
兵
庫
県
へ
の

答

▲ 青山７丁目団地再耕プロジェクトのイメージ

みき市議会だより174号
令和2年3月 定例会 6



開
催
誘
致
が
決
定
し
た「
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
日
本
酒
部

門
Ｓ
ａ
ｋ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
２
０
２
０
」
に
お
い
て
、
市

も
山
田
錦
の
一
大
産
地
と
し
て
参

画
す
る
。

　

そ
の
中
で
、
市
は
産
地
等
体
験

見
学
会
の
会
場
と
し
て
、
山
田
錦

の
収
穫
体
験
や
山
田
錦
の
館
の
見

学
等
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
等
は
、
高
齢
者

の
負
担
軽
減
や
若
者
が
農
業
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
手

法
と
考
え
る
た
め
、
兵
庫
県
加
西

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
並
び
に

各
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
、
農
機
メ
ー

カ
ー
と
の
連
携
を
深
め
、
そ
の
利

便
性
の
実
感
と
認
識
を
得
る
機
会

と
し
て
、
体
験
会
や
研
修
会
の
開

催
等
を
検
討
し
て
い
く
。

⑥
令
和
２
年
度
に
実
施
を
予
定
し

て
い
る
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

い
て
、
行
政
の
支
援
が
ど
の
よ
う

な
場
面
で
生
産
者
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
で
き
る
か
を
探
り
、
負
担
軽

減
に
適
し
た
施
策
を
模
索
す
る
。

　
　

農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

そ
の
結
果
を
令
和
３
年
度
の

施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
も
の

か
。

　
　

農
業
振
興
審
議
会
等
で
議
論

を
深
め
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
農
業
施
策

を
検
討
す
る
際
の
材
料
と
す
る
。

　
　

市
全
体
の
酒
祭
り
を
開
催
で

き
な
い
か
。

　
　

現
時
点
で
は
難
し
い
が
、
組

織
的
な
合
意
形
成
が
で
き
た

中
で
、
市
が
参
画
し
て
運
営
し
て

い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え

る
。 問答問答公

明
党

�

松
原 

久
美
子 
議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

施
政
方
針

  

・�

地
域
住
民
の
生
命
を
守
る
災

害
発
生
時
等
の
情
報
共
有

  

・�

ふ
る
さ
と
納
税

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

  

・�

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
推
進

　
　

①
基
盤
的
防
災
情
報
流
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
を
共

有
し
活
用
で
き
る
よ
う
に
市
の
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

②
災
害
時
に
迅
速
に
情
報
を
収
集

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
関
係
機
関

と
共
有
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の

一
つ
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
消
防
本

部
へ
の
配
備
が
で
き
な
い
か
。

③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

活
用
し
て
、
災
害
時
応
援

協
定
を
結
ん
で
い
る
地
域

の
業
界
団
体
の
情
報
を
共

有
す
る
事
も
有
効
と
考
え

る
が
市
の
見
解
は
。

　
　

①
基
盤
的
防
災
情
報

流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
府
省
庁
、
地
方
自
治

体
、
研
究
機
関
と
の
防
災

情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
が
、
市
単
独
で

の
導
入
は
で
き
ず
、
都
道

府
県
単
位
で
の
導
入
と
な

る
。 地

域
住
民
の
生
命
を
守
る

災
害
発
生
時
等
の
情
報
共
有

問答

　

兵
庫
県
が
導
入
す
る
場
合
は
、

県
が
整
備
し
、
市
が
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
と
し
て
使
用
す
る
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
防
災
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
が
必
要
と
な
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
県
も
検
討
段
階
に
は
至
っ

て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
防
災
シ
ス
テ
ム

は
、
県
の
関
係
機
関
や
県
内
の
市

町
庁
舎
、
消
防
本
部
や
警
察
署
等

に
端
末
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
市

が
発
令
す
る
避
難
情
報
の
目
安
と

な
る
県
内
の
雨
量
状
況
、
河
川
の▲ �市役所に設置されているフェニックス防災システムの端末
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水
位
情
報
、
地
震
情
報
、
災
害
情

報
、
気
象
観
測
情
報
等
様
々
な
情

報
の
提
供
が
あ
る
。

　

ま
た
、
各
市
町
よ
り
報
告
さ
れ

る
配
備
体
制
、
被
害
状
況
、
避
難

情
報
等
を
集
約
し
た
情
報
が
、
防

災
端
末
に
表
示
さ
れ
確
認
で
き
る

と
と
も
に
、
市
民
へ
の
避
難
勧
告

や
避
難
所
開
設
等
の
情
報
を
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
も
整
備
さ

れ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

防
災
シ
ス
テ
ム
で
十
分
機
能
を
果

た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

②
現
在
、
消
防
本
部
及
び
市
関
係

部
局
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
は
保
有

し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
近
年
ド
ロ
ー
ン
は
防

災
の
分
野
に
お
い
て
急
速
に
普
及

し
て
お
り
、
平
成
28
年
の
熊
本
地

震
で
は
、
人
や
車
が
入
る
こ
と
の

難
し
い
危
険
な
箇
所
の
調
査
等
に

活
用
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
、
効
率

的
な
災
害
対
応
に
有
用
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
ド
ロ
ー
ン
導
入
に
つ
い

て
は
、
市
単
独
で
の
配
備
、
ま
た

は
災
害
時
に
民
間
事
業
者
か
ら
ド

ロ
ー
ン
と
操
縦
者
を
組
み
合
わ
せ

た
形
で
送
り
込
ん
で
い
た
だ
け
る

協
定
の
締
結
等
も
含
め
、
市
関
係

部
局
と
調
整
し
、
協
議
検
討
す
る
。

③
災
害
発
生
時
の
混
乱
状
況
下
に

お
い
て
協
定
団
体
と
の
連
絡
や
情

報
共
有
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
行
う
こ
と
は
、

連
絡
の
手
間
が
省
け
る
等
有
効
と

考
え
る
た
め
、
近
隣
市
の
状
況
や

協
定
事
業
者
の
意
向
も
確
認
し
な

が
ら
、
方
法
も
含
め
て
検
討
す
る
。

日
本
共
産
党

�
大
眉  
均 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
予
算

  

・�

三
木
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

  

・�

三
木
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

農
村
地
域
の
活
性
化

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

農
村
地
域
の
活
性
化

　
　

①
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
策
定

②
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
状
況

と
担
い
手
の
育
成

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

　
　

①
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
市

内
の
農
用
地
並
び
に
農
用
地
区
域

除
外
地
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

農
業
委
員
や
農
会
長
の
地
道
な

現
場
調
査
等
か
ら
離
農
に
よ
り
著

し
く
荒
廃
し
た
り
山
林
化
し
た
農

地
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

を
集
約
し
て
現
行
の
計
画
を
令
和

３
年
度
に
更
新
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
農
村
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
農
村
振
興
基
本
計
画

は
、
平
成
14
年
度
を
初
年
度
と
し

て
、
20
年
か
ら
30
年
先
の
姿
を
将

来
像
と
し
て
見
込
ん
で
計
画
し
て

い
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
予
備
調
査
期

間
と
位
置
づ
け
、
両
計
画
の
資
料

と
な
る
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
並
び
に
農
業
振
興
審
議
会
の
開

催
、
特
別
管
理
に
よ
る
農
振
除
外

地
の
実
地
確
認
等
を
実
施
し
、
計

問答

画
の
更
新
に
必
要
な
情
報
収
集
に

努
め
て
い
く
。

②
現
在
、
31
自
治
会
か
ら
人
・
農

地
プ
ラ
ン
が
提
出
さ
れ
て
い
る

が
、
既
に
計
画
期
間
の
終
期
を
迎

え
て
い
る
も
の
も
多
く
、
令
和
２

年
度
に
お
い
て
関
係
者
に
対
し
説

明
会
を
開
催
し
、
新
た
な
プ
ラ
ン

の
作
成
を
支
援
す
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
52
名
の
認
定
農

業
者
、
６
名
の
新
規
就
農
者
が
生

産
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
兵
庫
県
加
西
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ａ
等
関
係
機

関
と
連
携
し
つ
つ
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
お
け
る
中
心
経
営
体
を
担

う
農
業
に
意
欲
の
あ
る
次
世
代
の

就
農
者
の
把
握
と
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
県
、
市
の
補
助
事
業

の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
と
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

は
国
と
兵
庫
県
の
２
種
類
の
制
度

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
で
は

条
件
不
利
地
域
や
高
齢
化
率
が
採

択
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
三
木
市

は
国
の
制
度
に
該
当
し
な
い
。

　

一
方
、
県
の
制
度
は
、
吉
川
町
、
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口
吉
川
町
、
別
所
町
の
一
部
地
域

の
14
集
落
の
み
が
対
象
地
域
と
な

っ
て
い
る
。

　

過
疎
化
が
進
む
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
ひ
と
つ
の
方
策
と
し

て
、
県
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等

を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効
な
手
段

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
県

の
制
度
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

対
象
と
な
る
14
集
落
か
ら
意
欲

あ
る
要
望
が
あ
れ
ば
、
市
も
協
力

し
て
い
く
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

　
　

対
象
と
な
る
14
集
落
の
方
に

Ｐ
Ｒ
し
、
ぜ
ひ
と
も
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
共
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問答三
木
新
党

�

堀  

元
子 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
予
算

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

　
　

①
市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

世
帯
数
と
、
そ
の
家
庭
に
お

け
る
子
ど
も
の
人
数

②
市
内
の
離
婚
件
数
の
増
減
状
況

③
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
市
の

取
組
と
支
援
策

　
　

①
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
数

値
で
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど

も
と
親
だ
け
か
ら
な
る
核
家
族
世

帯
は
、
父
子
家
庭
62
世
帯
、
母
子

家
庭
５
０
６
世
帯
の
計
５
６
８
世

帯
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
う
ち
18
歳
未
満
の

子
ど
も
の
人
数
は
、
父
子
家
庭
で

91
名
、
母
子
家
庭
で
８
０
２
名
の

計
８
９
３
名
で
あ
る
。

②
市
の
市
民
課
で
受
け
付
け
た
離

婚
届
は
、

・
平
成
12
年
度
１
３
６
件
、

・
15
年
度
１
４
３
件
、

・
18
年
度
１
３
７
件
、

・
21
年
度
１
４
０
件
、

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

問答

・
24
年
度
１
２
４
件
、

・
27
年
度
１
４
０
件
、

・
30
年
度
１
１
９
件

で
あ
り
、
近
年
に
お
い
て
特
別
な

増
加
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

③
市
の
支
援
策
と
し
て
、

・「
児
童
扶
養
手
当
」
と
し
て
、
ひ

と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
児
童
１

人
あ
た
り
月
額
最
大
４
万
２
千
９

１
０
円
を
、
児
童
が
18
歳
に
到
達

す
る
年
度
末
ま
で
支
給

・「
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
事

業
」
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
又
は
母
及
び
18
歳
に
到
達
す
る

年
度
末
ま
で
の
児
童
に
対
し
、
所

得
に
応
じ
て
医
療
費
の
自
己
負
担

額
の
一
部
を
助
成

・「
高
等

職
業
訓
練

促
進
給
付

金
」
と
し

て
、
ひ
と

り
親
家
庭

の
父
又
は

母
が
、
看

護
師
や
保

育
士
な
ど

の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
安
定
し
た

収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
資
格
取

得
の
た
め
の
授
業
料
な
ど
を
一
部

給
付
な
ど
の
制
度
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
支
援
制
度
を
対
象
者

が
し
っ
か
り
と
活
用
で
き
る
よ

う
、
子
育
て
支
援
課
に
「
ひ
と
り

親
自
立
支
援
員
」
を
２
名
配
置
し
、

離
婚
後
の
住
居
の
確
保
、
養
育
費

の
請
求
、
就
労
や
子
ど
も
の
教
育

費
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
対
し
き
め
細
か
く
相

談
に
応
じ
て
い
る
。

　
　

離
婚
後
に
、
子
ど
も
が
離
れ

て
暮
ら
す
親
に
定
期
的
に
会

う
「
面
会
交
流
」
に
つ
い
て
、
市

で
特
段
の
配
慮
を
し
て
い
る
か
。

問

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

  

・�

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

▲ �法務省が発行する養育費、面会交流に関する�
パンフレット
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ひ
と
り
親
家
庭
相
談
窓
口
に

お
い
て
、
面
会
交
流
に
関
す

る
回
数
や
取
り
決
め
の
つ
く
り
方

な
ど
の
具
体
的
な
相
談
に
応
じ
て

い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
も
法
的
な
手

続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
※

法
テ
ラ
ス
な
ど
弁
護
士
の
相
談
窓

口
を
紹
介
す
る
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

答※
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
）

国
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
的

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め
の
総
合

案
内
所

志
公

�

新
井 

謙
次 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

市
政
懇
談
会
か
ら
出
さ
れ

た
各
地
区
の
通
学
路
の
安

全
対
策

　
　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

と
の
公
民
包
括
連
携
協
定
（
以

下
、
包
括
連
携
協
定
）
の
締
結
に

よ
っ
て
、
青
山
７
丁
目
が
全
国
初

の
多
世
代
循
環
型
モ
デ
ル
地
域
と

し
て
公
民
連
携
に
よ
り
開
発
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、

①
連
携
協
定
の
目
的
と
概
要

②
事
業
費
０
円

③
三
木
市
の
今
後
の
関
わ
り
方

④
開
発
工
事
開
始
の
予
定

　
　

①
こ
の
事
業
は
、
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
株
式
会
社
が
、
青
山

７
丁
目
に
所
有
す
る
約
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
を
活
用
し
、
本
市

の
戸
建
住
宅
団
地
が
抱
え
る
高
齢

化
や
空
き
家
等
の
様
々
な
課
題
を

公
民
連
携
に
よ
り
解
決
す
る
先
行

モ
デ
ル
と
し
て
取
り
組
む
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
約
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
土
地
の
中
に
は
、
１
．
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
市
が
所
有
し
活
用
で
き

三
木
市
一
般
会
計
予
算

（
公
民
包
括
連
携
協
定
に
よ
る

青
山
７
丁
目
団
地
再
耕
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）

問答

る
土
地
が
あ
り
、
企
画
設
計
段
階

か
ら
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

と
と
も
に
、
こ
の
土
地
を
生
か
し

た
ま
ち
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
２
月
25

日
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。

②
こ
の
事
業
は
、
現
在
協
議
中
で

あ
り
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て

は
、
事
業
内
容
の
方
向
性
を
定
め

る
こ
と
が
主
な
取
組
で
あ
る
た
め

予
算
は
計
上
し
て
い
な
い
。

③
企
画
政
策
課
を
窓
口
と
し
て
庁

内
関
係
課
と
の
調
整
等
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
整
理
し
て
事

業
を
進
め
る
。

④
事
業
計
画
が
具
体
化
し
、
用
途

地
域
や
地
区
計
画
に
関
す
る
協
議

を
行
い
、
行
政
手
続
き
が
完
了
し

た
後
の
着
工
と
な
る
た
め
、
現
時

点
で
は
お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　
　

再
耕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
味

を
問
う
。

　
　

再
耕
と
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
工

業
株
式
会
社
が
使
用
し
て
い

る
言
葉
で
あ
る
。

　

１
９
６
０
年
代
半
ば
の
緑
が
丘

問答

地
区
の
開
発
当
時
に
、
丘
を
耕
し
、

新
た
な
戸
建
住
宅
団
地
を
開
発
し

た
。
そ
れ
か
ら
60
年
近
く
が
経
過

し
、
高
齢
化
や
少
子
化
、
空
き
家

等
の
課
題
が
浮
か
び
上
が
り
、
活

力
が
失
わ
れ
て
き
た
ま
ち
に
、
再

び
活
力
を
取
り
戻
し
、
持
続
可
能

な
ま
ち
を
構
築
す
る
と
い
う
意
味

を
込
め
て
、
再
耕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

担
当
が
市
民
生
活
部
か
ら
総

合
政
策
部
に
変
わ
っ
た
理
由

　
　

事
業
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る

総
合
的
な
ま
ち
の
開
発
事
業

と
な
る
こ
と
か
ら
複
数
の
部
署
を

取
り
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

担
当
窓
口
を
総
合
政
策
部
企
画
政

策
課
と
し
た
。

　
　

こ
の
計
画
の
推
進
を
チ
ー
ム

三
木
で
進
め
て
い
く
こ
と
に

関
し
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

　
　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
と
庁
内
関

係
課
で
意
見
交
換
を
実
施
し
、

課
題
を
洗
い
出
し
、
事
業
の
整
理

を
し
た
後
に
、
業
界
等
か
ら
の
意

見
が
必
要
で
あ
れ
ば
お
聞
き
し
て

い
く
。

問答問答
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暮
ら
し
に
必
要
な
情
報
を
手

話
動
画
で
配
信
す
る
事
業
に

つ
い
て
、

①
事
業
費
予
算
10
万
円
の
内
容

②
動
画
作
成
の
理
由
と
し
て
、「
手

話
で
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
活
字
で

情
報
を
認
識
す
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
が
あ
る
た
め
、
手
話
で
伝
達

す
る
方
が
わ
か
り
や
す
い
」
と
の

説
明
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

③
三
木
市
に
お
け
る
「
活
字
で
情

報
を
認
識
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
」

の
人
数

④
Ｆ
Ｍ
み
っ
き
ぃ
の
番
組
「
市
政

一
直
線
」
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信

に
は
、
手
話
情
報
は
含
ま
れ
な
い

日
本
共
産
党

�
板
東 

聖
悟 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
予
算

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

三
木
市
一
般
会
計
予
算

（
意
思
疎
通
支
援
事
業
）

問

の
か
。

　
　

①
手
話
や
字
幕
付
き
の
動
画

の
作
成
を
支
援
し
て
い
た
だ

く
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
補
助
金

と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
頃
か
ら
市
の
式
典
等
の
際
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
手
話
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
や
文
書

の
要
約
筆
記
を
行
う
団
体
な
ど
に

答

協
力
を
仰
ぎ
、
各
団
体
の
経
験
を

生
か
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

②
先
天
的
に
耳
が
聞
こ
え
な
い
方

の
う
ち
、
主
に
手
話
を
使
っ
て
会

話
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
指
先
や

体
の
動
き
、
顔
の
表
情
な
ど
の
視

覚
言
語
に
よ
り
情
報
を
理
解
す
る

文
化
に
育
っ
て
こ
ら
れ
て
お
り
、

音
声
言
語
で
習
得
し
た
日
本
語
と

比
べ
、
言
語
の
作
り
や
表
現
方
法

そ
の
も
の
が
異
な
る
文
化
で
あ
る

と
言
え
る
。

　

手
話
で
会
話
さ
れ
て
い
る
方
に

と
っ
て
は
、
文
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
活
字
を
一
旦
自
分
の
頭
の
中

で
視
覚
言
語
に
変
換
し
て
か
ら
、

そ
れ
を
理
解
す
る
過
程
が
必
要
で

あ
り
、
即
座
に
十
分
に
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
た

め
、
手
話
で
伝
達
す
る
方
が
わ
か

り
や
す
い
と
言
え
る
。

③
市
内
で
障
害
者
手
帳
を
取
得
さ

れ
て
い
る
難
聴
者
は
約
２
０
０
人

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
手
話
を
日
常

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
方
は
、
約
30
人
で

あ
る
。

④「
市
政
一
直
線
」の
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
配
信
は
、
も
と
も
と
Ｆ
Ｍ
み
っ

き
ぃ
の
番
組
を
動
画
に
し
て
配
信

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現

時
点
で
は
そ
こ
に
手
話
動
画
を
追

加
し
て
配
信
す
る
予
定
は
な
い
。

　

こ
の
た
び
は
ま
ず
、
広
報
誌
の

内
容
や
市
の
新
規
事
業
に
つ
い
て

手
話
動
画
の
配
信
を
行
い
、
そ
れ

が
軌
道
に
乗
っ
た
時
点
で
「
市
政

一
直
線
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

①
三
木
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
ひ
ょ
う
ご
情
報
公
園

志
公

�

大
西 

秀
樹 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
予
算

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

志
染
の
ま
ち
づ
く
り

  

・�

令
和
元
年
度
定
期
監
査
報

告
及
び
適
正
な
予
算
執
行

  

・�

急
傾
斜
地
の
指
定

志
染
の
ま
ち
づ
く
り

問

▲ �三木市の手話言語条例を紹介する動画サイト
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都
市
に
向
か
う
ア
ク
セ
ス
道
路
の

内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

②
三
木
総
合
防
災
公
園
（
以
下
、

防
災
公
園
）
内
に
整
備
さ
れ
る
宿

泊
施
設
の
整
備

③
志
染
中
学
校
の
跡
地
活
用

④
前
述
の
３
点
か
ら
考
え
ら
れ
る

志
染
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

①
令
和
元
年
度
、
市

は
ア
ク
セ
ス
道
路
の

概
略
ル
ー
ト
の
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
、
県
に
お

い
て
、
新
た
な
産
業
団
地

整
備
に
向
け
た
適
地
調
査

を
行
う
こ
と
を
受
け
、
市

で
は
、
予
備
設
計
と
、
設

計
に
必
要
な
地
質
調
査
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

②
市
長
が
就
任
し
て
以

来
、
宿
泊
施
設
の
整
備
を

県
に
要
望
し
て
き
た
経
緯

の
中
で
、
県
の
令
和
２
年

度
予
算
案
に
防
災
人
材
育

成
拠
点
の
整
備
と
し
て
、

防
災
公
園
内
の
県
広
域
防

災
セ
ン
タ
ー
に
、
宿
泊
型

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
た
め
の
定
員
55
名
の
宿
泊
施

設
を
整
備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
た
。

③
廃
校
利
活
用
検
討
委
員
会
を
２

回
開
催
し
、
ま
ず
は
行
政
目
的
に

よ
る
利
用
に
つ
い
て
の
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　

今
後
、
行
政
目
的
に
よ
る
利
活

答

用
の
予
定
が
な
い
学
校
や
一
部
し

か
利
活
用
し
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
利

活
用
を
地
域
に
お
聞
き
し
、
活
用

し
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
れ
ば
法

規
制
や
具
体
的
な
内
容
、
担
い
手

等
の
条
件
を
確
認
し
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
地
域
へ
の
説
明
を
開
始

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
等
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
検
討
す
る
。

　

地
域
で
利
活
用
の
方
針
が
定
ま

ら
な
い
場
合
は
、
民
間
事
業
者
に

利
活
用
に
つ
い
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

公
募
し
、
公
募
不
調
時
は
売
却
又

は
解
体
を
検
討
す
る
。

④
志
染
地
区
は
、
山
陽
自
動
車
道

三
木
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
、

ひ
ょ
う
ご
情
報
公
園
都
市
や
防
災

公
園
、
ネ
ス
タ
リ
ゾ
ー
ト
神
戸
等

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
、
魅
力

が
点
在
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

い
地
域
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
志
染
中
学
校
と
い

う
地
域
資
源
を
こ
れ
か
ら
ど
う
生

か
す
か
が
非
常
に
重
要
と
な
る
た

め
、
今
後
、
地
域
住
民
と
先
進
事

例
の
視
察
や
意
見
交
換
等
を
通
じ

て
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
相
乗
効

果
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
よ

う
な
活
用
方
法
を
検
討
す
る
。

　
　

防
災
公
園
内
に
整
備
予
定
の

宿
泊
施
設
は
、
防
災
関
係
の

人
材
育
成
の
た
め
に
整
備
さ
れ
る

の
か
。

　
　

整
備
目
的
は
防
災
の
人
材
育

成
の
た
め
で
あ
る
が
、
防
災

公
園
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
中

に
あ
る
宿
泊
施
設
の
た
め
、
利
活

用
方
法
に
つ
い
て
県
と
調
整
す

る
。 問答走

政
ク
ラ
ブ

�

古
田 

寛
明 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
予
算

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

  

・�

共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

三
木
市
一
般
会
計
予
算

（
全
国
高
等
学
校
・
中
学
校
ゴ

ル
フ
選
手
権
春
季
大
会
（
以

下
、
春
高
ゴ
ル
フ
）
の
誘
致
）

▲ �三木東ICとひょうご情報公園都市を結ぶアクセス道路のイメージ
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の
指
導
の
も
と
、
高
校
生
２
名
、

中
学
生
31
名
、
小
学
生
１
０
４
名

が
参
加
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
開

始
し
た
育
成
コ
ー
ス
に
は
、
高
校

生
１
名
、
中
学
生
５
名
、
小
学
生

２
名
が
在
籍
し
、
月
二
、三
回
程

度
の
ラ
ウ
ン
ド
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ

て
い
る
。

④
１
大
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
そ
の
開
催
ゴ
ル
フ
場

の
収
入
と
し
て
は
、
公
式
練

習
、
予
選
、
決
勝
戦
を
通
し

て
約
１
千
２
０
０
万
円
の
プ

レ
ー
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
出
場
選
手
、
保
護

者
及
び
大
会
関
係
者
の
大
会

期
間
中
の
宿
泊
や
飲
食
、
並

び
に
出
場
選
手
及
び
学
校
の

事
前
合
宿
に
伴
う
練
習
ラ
ウ

ン
ド
等
に
伴
う
経
済
効
果
も

見
込
ん
で
い
る
。

　
　

市
は
春
高
ゴ
ル
フ
に
ど

の
よ
う
な
立
場
で
関

わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

高
ゴ
連
が
主
催
し
、
大

会
の
運
営
は
運
営
会
社

に
依
頼
す
る
。

問答

　

市
は
共
催
す
る
立
場
で
、
負
担

金
を
支
出
す
る
。

　
　

市
民
に
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
春
高
ゴ
ル
フ
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
る
か
。

　
　

ゴ
ル
フ
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
、
市
内
の
中
学

生
、
高
校
生

を
対
象
に
、

そ
の
よ
う
な

機
会
を
提
供

で
き
な
い
か
、

高
ゴ
連
に
要

望
し
て
い
き

た
い
。

※
令
和
２
年

３
月
22
日
、

高
ゴ
連
の
臨

時
総
会
に
お

い
て
、
令
和

２
年
度
か
ら

三
木
市
で
春

高
ゴ
ル
フ
が

開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

問答

　
　

①
大
会
誘
致
に
向
け
た
日
本

高
等
学
校
ゴ
ル
フ
連
盟
（
以

下
、
高
ゴ
連
）
と
の
協
議
内
容

②
民
間
企
業
の
協
賛

③
市
の
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
の
現
状

④
期
待
さ
れ
る
経
済
効
果
の
見
込

　
　

①
春
高
ゴ
ル
フ
を
毎
年
開
催

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ュ
ニ

ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
聖
地
と
し
て

「
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
三
木
」
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
誘
致

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
熱
い
思
い
を
持
っ

て
高
ゴ
連
と
協
議
し
て
い
る
。

②
三
木
市
レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
協
賛
と
併
せ
て
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
企
業
に
賛
同

い
た
だ
け
る
よ
う
市
内
外
の
企
業

に
協
賛
を
依
頼
す
る
。

③
市
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
の
ジ
ュ
ニ

ア
教
室
を
、
プ
ロ
３
名
の
指
導
の

も
と
、
市
内
ゴ
ル
フ
場
及
び
ゴ
ル

フ
練
習
場
で
４
教
室
運
営
し
、
現

在
36
名
が
在
籍
し
、
年
間
を
通
し

て
打
球
練
習
や
ラ
ウ
ン
ド
レ
ッ
ス

ン
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
春
休
み
と
夏
休
み
に
は

短
期
教
室
を
開
催
し
、
プ
ロ
６
名

問答

行 政 視 察 の 受 入
三木市議会では、他市町村からの行政視察を受け入れています。
令和2年1月1日から3月31日までの受入状況は次のとおりです。

月 日 市 町 村 名 委 員 会 名・会 派 名 調 査 事 項

1月29日 香川県善通寺市 建設経済委員会 「縁結び課」について

2月 3日 徳島県吉野川市 総務常任委員会 三木市縁結び課の取組（移住・
定住促進）について

2月 7日 兵庫県赤穂市 会派「赤諒会」 市議会議員定数について

▲ �春高ゴルフの開催決定を知らせる三木市のホームページ
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　まちの活性化につながるよう農村地域への移住も促進されたいが、農村地域には特有のしきたりや
慣習がある場合があるため、金銭的な補助だけではなく、地域と移住希望者との橋渡しを行うとともに、
空き家対策と結び付けた市独自の補助メニューの拡充なども検討されたい。

　今後、外国人住民の方々がさらに増加することが見込まれるので、新設の多文化共生係においてＡ
Ｉ翻訳サービスや携帯型ＡＩ通訳機を活用することにより、外国人住民への窓口サービス等の充実を
図られたい。

　国においても特別交付税が措置されていることもあり、同様の事業を行う自治体が増加しているが、
今後、一人暮らしの高齢者や介護の必要な方が増え、ごみステーションまでごみを出すことの出来な
い世帯の増加が見込まれるため、事業の拡充を検討されたい。

　学校の統合や小中一貫教育の導入について、市民の多くがまだ十分には理解できていないので、引
き続き広報への掲載やＰＴＡなど各種団体などへの説明を行い、時間をかけて理解いただいたうえで、
実施に向けた準備を進められたい。

　現在１名体制で市内全ての教職員のＩＣＴ活用等を指導しているが、国が進めるＧＩＧＡスクール
構想の実現に向けて、直接学校に出向いて指導できるような体制の強化を検討されたい。

　妊産婦等の産前産後の悩みへの相談支援や孤立感の解消を目的に「みっきぃたまぴよサロン」を開
設し、母子手帳交付時などにサロンについて説明するが、より多くの方にサロンを利用していただけ
るよう、周知方法についてさらに工夫するとともに、医療機関と連携を図り支援が必要な方の把握に
努めるなど、きめ細やかな対応ができる体制を検討されたい。

移住・定住促進事業

多文化共生社会の推進

ふれあい収集

学校再編に向けた準備

ＩＣＴ教育指導員

産前産後サポート事業

常 任 委 員 会 審 査 報 告  抜 粋
　総務文教常任委員会及び民生産業常任委員会の審査報告に付された意見、要望の一部
をご紹介いたします。

 ◎ 総務文教常任委員会

 ◎ 民生産業常任委員会
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　イノシシなどによる農業被害への防止対策として「イノシシ撃退 10 年大作戦」を実施し、平成 27
年度の計画開始から5年が経過していることから、定期的に進捗状況の確認や対策の評価と改善を行い、
必要な追加措置や新たな対策など、状況に応じた計画の見直しを図られたい。

　密集市街地及びその周辺の地域資源を活用したまちづくりのため、現況調査及び方策の検討をコン
サルタント会社に委託する予定だが、すでに市が策定している「三木歴史・美術の杜構想」との整合
性を保った計画となるよう留意するとともに、地元との調整を十分に行い、現実性のある計画を策定
されたい。

　合併処理浄化槽設置整備補助金の交付については、対象となりうる世帯を把握し、浄化槽普及率の
目標値及びその達成期限を明確に設定して事業に取り組まれたい。

　市内消防団の運営について、来年度は本年度より団員数が増加する予定であるものの、いまだ団員
定数に達しないため、引き続き定数の確保に努められたい。

　国内での新型コロナウイルスの感染拡大により、市では相談窓口等の案内チラシを全戸配布するな
ど、感染防止対策に取り組んでいるが、未だ終息の気配はなく、感染の拡大が続いているため、感染
防止についてさらなる周知徹底に努めるとともに、市内で感染者が発生した場合に備え、市民が不安
になることのないよう、万全の対応ができる体制を整えられたい。

有害鳥獣対策

都市再生整備事業

合併処理浄化槽の設置・整備

消防団の運営管理

新型コロナウイルス対策

5月臨時市議会及び 6月定例市議会のお知らせ

6月   4日（木） 議案上程・市長提案説明

15日（月）
質疑・一般質問

16日（火）

17日（水） 予備日

26日（金） 討論・採決等

5月15日（金） 役員改選等

・5月臨時市議会

・6月定例市議会

※いずれも午前10時から開催する予定です。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

※臨時市議会は放送いたしま
　せんのでご了承願います。

本会議の様子を
ラジオ「エフエム三木」
� （76.1MHz）

で生放送します。
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三木青年会議所との意見交換会を開催

公共施設最適化推進のための特別委員会を設置

開かれた議会をめざし、従来の議会報告

会に加え、新たな取組として、市の抱える

様々な課題等について、各種団体と意見を

交換する機会として、2月 18日に一般社

団法人三木青年会議所との意見交換会を開

催しました。

三木青年会議所からその取組と中長期ビ

ジョンについて説明を受けた後、三木青年

会議所からの参加者7名と「三木市の強み

（金物、ゴルフ、山田錦）をいかに伸ばすか」

をテーマに、貴重な意見を交わしました。

　令和2年3月27日の3月定例市議会において、「公共施設最適化推進のための特別委員会設
置の動議」を可決し、同委員会を設置しました。

　人口減少・少子高齢化が進む三木市において、持続可能な行政運営の実現を目指し、人口規模
に見合った公共施設の最適化について調査するため。

特別委員会の設置目的

構 成 委 員  （8名）

◎ 泉　 雄太 〇 中尾 司郎 　大眉　 均 　大西 秀樹

　 古田 寛明 　 堀　 元子 　初田　 稔 　内藤 博史

◎委員長　○副委員長（議席順）

三木市議会事務局　電話 0794（89）2309  　市のホームページアドレスは…https://www.city.miki.lg.jp/

議 会 報 告 会 の 開 催 を 延 期 し ま す

　令和２年４月から５月の間に開催を予定しておりました議会報告会は、新型コロナウイルス

感染症の拡大に伴い、その終息が見通せるまで期限を決めず延期します。

▲ �2月18日　意見交換会の様子
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